
　　広報資料取扱副主任：　　福本　浩隆

　１　概要

　　本市とセント・ピーターズバーグ市は、１９６１年（昭和３６年）に姉妹都市提携を締結し、令和３年度

に提携６０周年の年を迎えました。本来であれば、この年に公式訪問団を派遣し、６０周年のお祝いをする

予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響による海外渡航制限などの理由により、延期しておりまし

た。

　　今年度においては、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが「５類」に移行するなど、一定

の収束を迎えていることから、延期していた、公式訪問団を派遣し、共に姉妹都市提携６０周年を祝うとと

もに、今後の交流の一層の充実につなげるものです。

　　また、この機会に、合併前の旧牟礼町と姉妹都市提携を結んでいた縁で、現在も牟礼地区と地域間交流を

行っているエルバートン市にも訪問し、両地域の更なる友好親善の促進を図るものです。

　

　２　日程　令和５年１０月４日（水）～１０日（火）

　　　詳細は、別紙１のとおり

　

　３　公式訪問団名簿

　　　別紙２のとおり

　

　４　問い合わせ先　　観光交流課都市交流室　平田・福本（ＴＥＬ８３９－２１９７）

　■添付資料：

　　・報道資料.pdf

　　・別紙１　公式訪問団日程.pdf

　　・別紙２　公式訪問団名簿.pdf

【市長定例記者会見】セント・ピーターズバーグ市等に
高松市公式訪問団を派遣します！

   高松市 Press Release 令和5年9月26日

　　電話：

（本発表のお問い合わせ先）
　観光交流課

087-839-2197
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別紙１ 

高松市公式訪問団日程（予定） 
月日 内容 

10/4 

(水) 

【移動】高松空港 → 羽田空港 → デトロイト空港 → タンパ空港 → 

セント・ピーターズバーグ市 

セント・ピーターズバーグ市泊 

10/5 

（木） 

【セント・ピーターズバーグ市】 

・市議会訪問 

（ブランディ・ギャバード議長等、セント・ピーターズバーグ市議会議員と会談） 

・市長（ケン・ウェルチ市長）表敬 

（コロナ禍で中止している、高校生親善研修生相互派遣事業の再開等について会談する

予定） 

・エッカード大学学長（ジェームズ・アナレリ学長）表敬、学内視察 

（卒業生を、高松第一高等学校の英語教師として招へいしており、同事業の継続等につ

いて会談する予定） 

・これまでの姉妹都市交流関係者との交流会 

 （これまでの、セント・ピーターズバーグ市からの親善研修生、本市からの親善研修生

を受け入れたホストファミリー、両市間の交流に尽力したセ市職員や関係者等が参加

予定） 

セント・ピーターズバーグ市泊 

10/6 

(金) 

【セント・ピーターズバーグ市】 

・南フロリダ大学セント・ピーターズバーグ校訪問 

（クリスチャン・ハーディグリー校長への表敬訪問のほか、海洋調査船に乗船してタン

パ湾の海洋生物の生態系等について視察予定） 

・クリエイティブクレイ訪問 

（令和３年度に、提携６０周年記念事業として、本市と連携して障がい者アートリンク

事業を実施したＮＰＯ法人。活動内容等を視察予定） 

セント・ピーターズバーグ市泊 

10/7 

（土） 

【移動】 セント・ピーターズバーグ市 → エルバートン市 

【エルバートン市】 

・歓迎夕食会 

（エルバートン市長（ダニエル・グレイヴス市長）、エルバートン市議会議員及びエル

バートン姉妹都市委員会（牟礼町との地域間交流を推進している委員会）会長等が出

席予定） 

エルバートン市泊 

10/8 

（日） 

【エルバートン市】 

・旧牟礼町との姉妹都市銘板視察 

・記念植樹式参加 

（姉妹都市銘板近くの遊歩道にて記念植樹） 

【移動】 エルバートン市 → アトランタ 

アトランタ泊 

10/9 

（月） 

【移動】 アトランタ空港 → 羽田空港 → 高松空港 

機内泊 

10/10 

（火） 

【移動】 アトランタ空港 → 羽田空港 → 高松空港 

 



別紙２ 

高松市公式訪問団名簿 

 

 氏名 役職  

①  大西 秀人 高松市長 団長 

②  白石 義人 高松市議会議長 副団長 

③  中川 昌之 高松市創造都市推進局長  

④  平田 和也 

高松市創造都市推進局 

観光交流課 都市交流室長 

 

⑤  木村 眞理子 

高松市創造都市推進局 

観光交流課 都市交流室 通訳 

 

   



　　広報資料取扱副主任：　舩築紀子

　史跡高松城跡の価値と魅力を伝えるために、既存の施設である陳列館の展示をリニューアルし、史跡高松城

跡ビジターセンター（仮称）として整備を行い、ガイダンス機能の向上を目指しています。

　その整備に必要となる費用について、ふるさと納税の対象となるクラウドファンディングで寄附を募集しま

す。

　

　■募集期間：令和５年10月1日（日）0：00～12月31日（日）23：59

　■目標金額：150万円

　■事業内容に関する問い合わせ先　高松市埋蔵文化財センター　☎０８７－８２３－２７１４

　■寄附関係に関する問い合わせ先　高松市納税課　☎０８７－８３９－２２２２

　

　ふるさと納税の対象となるクラウドファンディングのため、寄附金のうち、2千円を超える部分については

、所得税の還付、住民税の控除が受けられます。ただし、個人の所得に合わせ、控除額には上限があります

。

　高松市民の方も御寄附いただけます。

　■添付資料：

　　・チラシ.pdf

【市長定例記者会見】史跡高松城跡ビジターセンター（仮称）の整備プロジェクト！

   高松市 Press Release 令和5年9月26日

　　電話：

（本発表のお問い合わせ先）
　文化財課

087－823-2714
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募集期間　 2023 年 10/1（日）～ 12/31（日）

目標金額　　150 万円

瀬戸内海に面して築かれた日本三大海城の一つ、高松城。現在は国指定史跡高松城跡として、

また都市公園玉藻公園として、多くの方々に親しまれています。

高松市では高松城跡の史跡としての価値と魅力を伝えるために、既存の展示施設である陳列館の展示を

リニューアルし、ガイダンス機能の向上を目指しています。

クラウドファンディング型ふるさと納税で

ご支援募集中

事業内容についてのお問合せ先

高松市文化財課　埋蔵文化財センター

087-823-2714　　FAX ： 087-823-2715

寄附関係についてのお問合せ先

高松市納税課

087-839-2222　　FAX ： 087-839-2230

史跡高松城跡ビジターセンター（仮称）
整備プロジェクト

クラウドファンディングの

詳しい内容はこちら☞

※ふるさと納税制度の対象となるクラウドファンディングのため、寄附金のうち、

　２千円を超える部分については、所得税の還付、住民税の控除が受けられます。

　ただし、個人の所得に合わせ、控除額には上限があります。
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